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高齢化が進む日本におけるスポーツの担う役割

安藤裕一．

要 旨
日本は世界的な長寿国であるが．上下水道を含めたインフラストラクチャーの整備や．国民皆保険制度，介護保険

制度の導入などの要因がこれに寄与している。一方,1975年以来の出生数の低下に伴い,６５歳以上の高齢者の全人口
に対する割合は．1985年は１０%であったのに対し2015年には27%となり,2050年には40%になると予想されている。
この事実は日本社会に以下の２つの警笛をならす。１.高齢者のための医療介護費用の負担増，２.生産年齢人口(15-64
歳）の減少に伴う生産力の低下。一方，国民の健康とゆたかな社会の構築のためスポーツの価値が改めて認識され，
2011年にスポーツ基本法が施行された｡２０１４年に3500以上を数えるようになった総合型地域スボーツクラブはその
成果の一つである。多くのスポーツクラプは予算不足．スタッフ不足といった問題を抱えているが，スポーツには年
齢に関わらず人々を健康にする効果がある。国民が元気になり，ゆたかな生活がもたらされることにより，発展性を
備えた活力のある健康長寿社会の形成を可能とする。そのためには，多くの人がスポーツを身近なものとして捉え，
自分たち，子どもたち，そして日本の未来のために，スポーツを中心とした文化に携わることが求められる。

キーワード：ゆたかなくらし．健康，スポーツの価値，総合型地域スポーツクラブ

て概説する。
1.はじめに

2.我が国の長寿と少子高齢化
日本では．第二次世界大戦後生活環境の改善や医学

の進歩によって感染症が激減する一方で，がんや循環器
疾患などの生活習慣病が増加し、疾病構造は大きく変化
してきた。健康状態を示す包括的指標である｢平均寿命」
について見ると，我が国は，世界で高い水準を示してお
り，特に女性は1985年から今日まで，世界最高水準を
示している。こうした成果は．日本の高い教育・経済水
準，保健・医療水準，生活習慣の改善に支えられ，国民
全体の努力によって成し遂げられたと考えられる3'。
一方人口については,２０１５年１０月１日現在の日本の

総人口がlE2,711万人まで増加したものの，今後の見
通しは，長期の人口減少過程に入っており，2026年に’
億2,000万人を下り，2048年には9,913万人となると推
計されている。こうした流れの中で，６５歳以上の高齢
者人口は.２０１５年の3,392万人（高齢化率26.7%)から，
2025年には3.657万人，そして2042年に３,878万人と
ピークを迎え,その後は減少に転じると推計されている。
高齢化の主因は,1.死亡率の低下による６５歳以上人口

日本は，国際的な長寿国となった一方，出生率の低下
が年々進み，少子高齢化が急速に進行している。これは
医療費・介護費を含めた社会福祉費用の増加による国
家予算の逼迫と生産年齢人口の減少による国内総生産
(GDP)の低下につながりかねないという経済的な問題
に加え,社会の活力の低下という社会学的な問題も招き，
国際社会における日本の立場を弱めかねない。
ところで，文部科学省は2010年に，多くの人々がス

ポーツに親しむことで個人の健康ならびに支え合うこと
のできる社会を目指した「スポーツ立国構想戦略｣''を策
定した。そしてこの戦略に基づき,2011年にスポーツ
基本法が公布されたのは，高齢化が進む日本社会の将来
の課題を見据えた上で生まれた産物ともいえよう2)O
本稿では，我が国の社会の高齢化の現状と課題総合
型地域スポーツクラブを中心としたスポーツ環境の現状
と課題，そして，スポーツを通した未来への展望につい

＊(株)GMSSヒューマンラボ．筑波大学医学医療系へルスサービ
スリサーチ研究室



2４

の増加，２.少子化の進行による若年人口の減少である4)。
一方，年少人口(0-14歳）ならびに生産年齢人口(15
-６５歳）の減少の主因は，出生数の低下である。我が
国の年間の出生数は,1940年代後期の第１次ベビーブー
ム期には約270万人,1970年代前期の第２次ベビーブー
ム期には約210万人であったが,200万人を割り込んだ
l975年以降，毎年減少し続け,1991年以降は増加と減
少を繰り返しながら，緩やかな減少傾向となっている。
この原因は，核家族化や結婚年齢の高齢化育児の環境
が十分に整備されていないなどがあるｃ海外の先進国や
東南アジアの諸国を見ても．多くの国で社会の高齢化は
進行しているが，その中でも日本の高齢化は抜きでてお
り，世界に先駆けて対策を立てる必要に迫られている。

6,566億円（国民所得の30.56％）である。このうち，高
齢者関係の給付費は７５兆6,422億円（社会保障費の
68.4％）となり，前年度の74兆l.004億円から１兆5,
418億円増加した。高齢者のための社会保障給付金は今
後も引き続き増加することが見込まれるI2)Oこのように
増加を続ける医療ならびに介護の費用を抑制するために
は，病気に罹患しにくい，あるいは可能な限り自立して
生活を送ることができるための予防が重要となる13)O

3.スポーツの社会にもたらすもの

高齢化する社会に対して予防が重要であることは上記
の通り明白であり，運動が重要なキーワードとなること
を示したが，果たしてスポーツはこれからの日本の社会
に何をもたらすことができるのであろうか。2.l高齢者の医療と介護

高齢者を扱う「老年医学(geriatrics)」への関心は，
欧米より約10年遅れて日本では1960年頃よりこの言
葉が使われ始めたが３)，わが国でも高齢者が増えたこと
により，この分野の重要性が増している。高齢者の主要
な死因は，がん，心筋梗塞などの心臓病．脳卒中，ある
いは肺炎となっている6)Oまた骨粗しよう症や転倒によ
る大腿骨や椎骨の骨折は，長期にわたり寝たきりとなる
原因として知られる。痴呆やうつ病．パーキンソン病と
いった精神神経系の疾患も高齢になるにつれ出現しやす
くなる7)O
高齢者が介護を必要とする主たる障害は３つあり「移
動」「排泄」「摂食」となるが高齢になるにつれ，いずれ
か，あるいは複数の障害が生じ，介護が必要となるリス
クが高まる8)O日本政府は，介護を必要とする高齢者の
生活を支援し、また家族介護者の負担を軽減するため．
2000年に公的介護保険制度を導入した9)Oこれにより，
デイサービスや入浴サービスほか様々な種類の公的介護
サービスが受けられるようになった。
このように，医療や介護を必要とする人は，それらの

サービスを受けやすい体制が整えられつつある。しかし
実際多くの人が望んでいることは．必要最低限の医療と
介護の支援しか必要とせずに，自立して年齢を重ねてい
くことであるlO)Oそのためには運動が，食事療法ならび
に薬物治療と共に重要な役割を果たす''1が，詳細は後述
する。
ところで，高齢者の増加に伴い社会保障給付費が増大
している。平成25(2013)年度の社会保障給付費(年金・
医療・福祉その他を合わせた額）は．過去最高の110兆

3.1日本の近代のスポーツ環境の変遷
日本では古来，柔道や剣道などの道場が，地域の住民

の運動する場所として知られるが,1964年に開催され
たオリンピック東京大会を契機として．健康・体力づく
りの機運が高まり．同年12月に「国民の健康・体力増
強対策について」が閣議決定され，保健・栄養の改善
体育・スポーツ・レクリエーションの普及などが推進さ
れた。これに伴い小中学校の体育運動施設が整備され，
あるいは公立の体育施設が増設され，市民が参加できる
環境が広がった。またスポーツ少年団，野球やサッカー
などの球技クラブ,水泳,体操アイススケートなど様々
な種目のクラブやアスレチックジムが，多くは任意団体
として発生，その後一部はNPO法人をはじめとする法
人格を取得し運営が行われるようになった。しかしなが
ら．各地に存在するスポーツクラブの多くは，単一種目
あるいは限られた種目の競技のみを実施し，また対象と
する年齢層が限られており，生涯スポーツという観点か
らは，幅広い年齢層と多様なニーズに対応するには限界
があった。さて，文部科学省は日本の社会情勢を鑑みた
上で．人々がスポーツに親しみ，スポーツの意義や価値
楽しさや感動を広く分かち，支え合う社会を築き，「新
たなスポーツ文化」を確立することの重要性を「スポー
ツ立国構想戦略｣!')として2010年に発表した。すなわち，
スポーツの持つ価値には，個人の心身の健康をもたらす
だけでなく，青少年の健全育成，地域社会の再生，経済
的効果．国際交流や社会活力の喚起といった社会的意義
にも注目し，少子高齢化や情報化の進展に伴う様々な社
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地元プロスポーツチームを中心とした集客や物販などの
ビジネス．あるいはスポーツツーリズム．ヘルスケアな
どが思い浮かばれやすい。もちろん条件が整っている地
域であればそれも一つのあり方だが．どこの地域でも可
能なわけではない。そこで．スポーツとは直接関係のな
い地元の産業であっても，有機的に共存する形を作るこ
とができれば,産業とスポーツがwin-winの関係となる。
たとえば選手などのスポーツクラブのスタッフを労働力
として企業に派遣．選手は試合や練習以外の時間に職業
能力を磨きながら地域の産業の発展に貢献さらに選手
として引退した後，習得した職業能力を生かしたセカン
ドキャリアに進むことを可能とする。スポーツクラブに
も資金的に余裕が出来れば，指導者の人材確保や養成が
可能となり．人口の空洞化が改善し、地元産業の活性化
と並行して．地域の復興をなし得る2')。
スポーツと産業の連携については．多くの地域がまだ
試行錯誤の段階といってよいだろうが．スポーツを通し
た地域の活力を育てる手法として．それぞれの風土に合
わせた方法で成功ならびに成熟を期待したい｡地域住民，
地元産業とスポーツクラブの三者がともに潤う「三方良
し」の関係を築くことができれば，人々のゆたかなくら
しを安定した状態で提供する社会がより現実的なものと
なるであろう（図表)。

会問題が顕在化するなかで．時代に見合ったスポーツ文
化の構築の必要性が掲げられた。この構想に基づき．同
じ2011年に,スポーツ基本法が施行された。このスポー
ツ基本法に則り．国民が多様な形で生涯にわたりスポー
ツを楽しむことができるための施設として．総合型地域
スポーツクラブの設置がはじまり．２０１４年には全国で
3500を超える総合型地域スポーツクラブが誕生した'説。

3.2総合型地域スポーツクラブの現状
平成27年度にスポーツ庁が実施した総合型地域ス
ポーツクラブへのアンケート調査'6)によると，全クラブ
の５-７割が．「地域住民のスポーツ参加機会増加」「地
域住民間の交流が活性化」ならびに「元気な高齢者の増
加」といった成果を回答している。一方で，会員の確保
(76%),財源の確保（69％).指導者の確保（養成）（65％）
などの課題を抱えていることも明確となっている。中に
はボランティア文化が根付き，文化種目も併せた多様な
活動を活発に行うところもあるし'７．'８'．また指導者育成
に力を注ぐところもある11''が，このようなクラブはまだ
少ない。せっかく養成してもスタッフが離職してしまう
悩みも聞かれる鋤。
総合型地域スポーツクラブのアンケー|､調査の主要３
課題のうちの一つである「財源の確保」のためには，産
業との結びつきが必須である｡スポーツと産業というと，

●■ ■ ■■ ■ ■ ●■｡■●■ 巳 ｡ ■ ｐ寺 ●■ｂｅ●●●

●●●

豆■

る一元支■る

ゆ
見●る

国合心身の健康

イベント･プログラム 即戦力となる人材の育成
▼▼

医療介護費用等
高齢者の社会参加合 （

ク愛。､場所
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Ｌ 一 つ合合
図炎社会のゆたかさ向上のためにスポーツの担う役測：地域産業が関わることでより蝋ましいサイクルがﾉkまれる
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4.未来に向けてスポーツの果たす役割
4.lスポーツについて国民が考えなければならないこと
スポーツの個人ならびに社会との関係について記して
きたが．現在の日本のスポーツ界にみられる課題につい
て若干触れておく。
桜宮高校で起きた生徒の自殺汐'は，スポーツ現場での
暴力問題に大きな波紋を投げかけた事件の一つである。
暴力行為が競技力向上のために有益であるという誤った
認識が指導者や，選手自身，あるいは保護者にも未だに
残っている。指導者に対する啓発のみならず，アスリー
ト自身．さらにはその保護者やアスリートを支える市民
に対する啓発行動が必要となる鎚'・指導するスタッフ不
足ならびに養成の問題は，スポーツクラブでも学校の運
動部でも生じている。部活動やクラブが運営されるため
に指導者をサポートする体制を整えるとともに，指導方
法についても，「選手のためになる良い指導とはなにか」
を学ぶ機会と学ぶ姿勢が必要である鋤'。「スポーツ界と
いうのは，本来社会のルールの上に成り立っているべき
であるにもかかわらず，社会の一般常識と異なる状況が
通用しているという風土は見直す必要が有る」という指
摘もある”。
これらの課題に対して．スポーツ関係者だけでなく，

私たち市民も真剣に向き合う時期にきているのは，ス
ポーツは今や一部の人だけのものではなく，誰もが様々
な形で楽しむべき時代になってきているからである。選
手や子供達の20-30年後という長期的な将来と，私たち
の未来のくらしを考えてみれば，進むべき方向を大きく
誤ることはないはずである。

従来多くの人々は，スポーツは子供や元気な若者が行
うものだと認識していた。しかしスポーツは多様な人た
ちが，それぞれのやり方で楽しむことができるものであ
り，近年，中高年や障害者らが水泳やマラソンをはじめ
多くの競技に参加する姿が見られるようになったのは望
ましいことである。
その望ましい理由の基礎になるのは，本人がスポーツ
を楽しむことにより心身の健康を増進することにある。
つまり，神経系が刺激されることは転倒予防になり，ま
た食欲が上がることも加わり筋肉量が増加することで，
サルコペニア麩)の予防となり，外出できる体力や気力を
養うことにつながる。さらに運動を楽しむ「元気な」中
高年が増えることにより．病気への抵抗力が増し．介護
を必要とする状態からも遠ざかることができるばかり
か，定年を迎えた後も，事業や社会活動に積極的に参加
することができるようになる。経験のある高齢者の持つ
知識や技術を有効に利用でき，あるいは若い世代に伝承
されることも可能となる。つまり高齢者が活き活きとし
た状態で社会に参加することは，少子高齢化に伴い生産
力や社会の活力の低下の危機に直面する日本にとり．極
めて重要なことなのである。
加えてスポーツの持つ社会性は，スポーツへの関与を
ポジティブな方向に牽引する。すなわち演劇に例えるな
らば，チームメート，試合相手や競争相手，指導者．家
族，審判，観客などいろいろな登場人物が出演する舞台
で，ある時はスポーツをする，ある時は支える，またあ
る時は応援するといった異なった役を経験することがで
きる。いずれの立場でも自ら考え，周囲の人を尊重しな
がら，全力を尽くして行うことが「心地よい汗」を流し
｢スポーツの価値」を認識しつつ「スポーツを楽しむ」
ことに繋がる鄭'。また「スポーツは，地域住民の結びつ
きを強め，地域の一体感を生み，ソーシャルキャピタル
(社会関係資本）の形成に大きく貢献する存在｣郷)といわ
れるとおり，スポーツは，周囲と円滑な人間関係を築く
だけでなく，学校や職場などを含めた社会自体を円滑に
し．暮らしやすいゆたかな社会へと導くものである鯛)。
そしてまた，「ソーシャルキャピタル」は，精神神経系
の老化を予防に役立つため麺),スポーツへの参加が，活
き活きとした高齢者の育成(activeaging)にも一役買
うことにもなる。

5.おわりに

スポーツには年齢に関わらず人々を健康にする効果が
あり．スポーツを通じて元気になった高齢者は社会や企
業においてより活発に活動を行うことができるようにな
る。少子高齢化が進むことで，国民の生産力の低下や日
本の社会全体の活気が失われていくことが危倶される
が，スポーツの持つ価値や潜在能力を最大限に活かすこ
とにより，国民が元気になり，ゆたかな生活がもたらさ
れ，発展性を備えた活力のある健康長寿社会の形成を可
能とする。そのためには，多くの人がスポーツを身近な
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TheRoleofSportsonAgingSocietyinJapan
YuichiANDO

Abstract
Japanisknownfbrthelongestlife-spanintheworld.Severalfactorssuchasinfrastructuredevelopment,universal
healthcareinsurance,andlongtermcareinsurancehavecontributedtowardsthis・Incontrast.thebirthrate
inJapanhasdeclinedsince1975.Asaresult,thepercentageoftotalpopulationaged６５andoverhasshot
upfromlO%inl９８５to２７%in２01５andisexpectedtoriseto４0%in2050.Theseissuesimpactthefutureof
Japanesesocietywithtwokeyconsiderationsbeing:１.Theincreasingwelfarebudgetfbrtheelderlyburdening
thenationalbudget;２.Thedecreaseineconomicproductivityduetoadecliningworking-agepopulation.While
severalprogramsandactsfbrmedicalcareandlong-termcarehavebeenrevisedinrecentdecades,theBasic
ActonSport,whoseultimategoalsaretocontributetoindividuals'mentalandphysicalhealthandmoreoverthe
healthoftheircommunityiwasenactedinJune2011・Thenationwidedeploymentofcomprehensivecommunity
sportsclubs,totalingover3500clubsnationwidein2014,isoneoftheinitiativesthatallowfbraccessibleplaces

ﾜfbrlocalresidentstoenjoysportandotherculturalactivities.Thesesportsclubshavecontributedtocitizens
healthandcommunities,inspiteofissuesincluding;lowbudgets・andshortageofstaffandmembers,which
remaintobeaddressedbymanyclubs.Sincesportcanmakepeopleheathyregardlessofage,elderlypeople
whobecomehealthywillbeabletoparticipatemoreactivelyintheirlocalcommunitiesandindustries・Through
sport,productivitywillbeenhancedaswellasintergenerationalexchangeandtherevitalizationofcommunities.
Inconclusion,astrategythatutilizesthevalueofsporteHectivelywillcontributetobuildingasustainablenation
wherepeoplecanattaingoodphysicalandmentalwell-being,andcanenjoyafullandrichlifeandsocietyb

Keywords:FullandRichLife,ValueofSport,Heath,ComprehensiveCommunitySportsClub.


